
一　

寺
院
調
査
に
つ
い
て

　

駒
澤
大
学
の
附
置
研
究
所
で
あ
る
仏
教
経
済
研
究
所
は
、
駒
澤
大
学
の
建
学
の
理
念
に
基
づ
き
、
仏
教
と
経
済
に
関
す
る
研
究
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
年
）
四
月
に
創
設
さ
れ
た
。
以
来
、『
仏
教
経
済
研
究
』
と
い
う
当
研
究
所
の

機
関
誌
を
中
心
と
し
て
学
術
的
な
発
信
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
諸
研
究
の
中
で
現
代
の
経
済
的
な
営
為
に
対
し
て
仏
教
の
考
え

方
を
活
用
す
る
た
め
の
提
案
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
仏
教
と
経
済
と
の
関
係
を
理
念
的
に
研
究
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と

い
っ
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
経
済
を
含
む
仏
教
寺
院
の
現
状
を
調
査
・
研
究
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
当
研
究
所
に
よ
る
活
動
の
中
で
あ
ま
り
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。日
本
に
は
二
〇
一
七
年
現
在
、七
七
、二
○
六
法
人
も
の
仏
教
系
寺
院
が
あ
り
、神
社
に
次
い
で
多
い
宗
教
団
体
と
な
っ

て
い
る（
１
）。

都
道
府
県
に
よ
っ
て
寺
院
数
や
宗
派
の
偏
り
は
あ
る
も
の
の（

２
）、

仏
教
寺
院
は
全
国
に
遍
在
し
て
お
り
、
地
域
を
代
表
す
る
古

刹
の
年
中
行
事
が
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

二
〇
一
六
年
度　

仏
教
経
済
研
究
所　

寺
院
調
査
レ
ポ
ー
ト

地
域
社
会
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
役
割
（
一
）

　
　

―
佛
光
寺
に
お
け
る
年
間
活
動
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
中
心
と
し
て 

―

 

徳
野　

崇
行
、
武
井　

謙
悟
、
池
野　

雄
太
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こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
二
〇
一
六
年
度
よ
り
本
研
究
所
で
は
、
駒
澤
大
学
が
曹
洞
宗
の
宗
門
大
学
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
曹

洞
宗
寺
院
と
の
つ
な
が
り
も
多
く
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
性
格
を
活
用
し
て
曹
洞
宗
を
中
心
と
し
た
仏
教
寺
院
の
現
状
を
探
る
寺
院
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
一
回
目
と
な
る
二
〇
一
六
年
度
の
調
査
で
は
、
三
重
県
紀
北
町
に
所
在
す
る
曹
洞
宗
寺
院
の
佛
光
寺
を
主
な
対
象
と
し
て
調
査
を

実
施
し
、
調
査
目
的
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

　

 

本
調
査
の
目
的
は
、
三
重
県
紀
北
町
に
所
在
す
る
佛
光
寺
を
対
象
と
し
て
、
地
域
社
会
に
果
た
す
仏
教
寺
院
の
役
割
を
調
査
す
る
こ

と
に
あ
る
。
ま
た
紀
伊
長
島
と
い
う
熊
野
と
伊
勢
に
挟
ま
れ
た
地
理
的
環
境
に
立
地
す
る
佛
光
寺
と
関
連
す
る
宗
教
施
設
に
つ
い
て

も
調
査
を
行
う
。

　

実
施
期
間
は
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
一
日
の
三
日
間
で
二
月
二
十
八
日
に
佛
光
寺
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実

施
し
た
。
調
査
を
担
当
し
た
の
は
、
仏
教
経
済
研
究
所
所
員
の
徳
野
崇
行
、
駒
澤
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
武
井
謙
悟
、
修
士
課

程
の
池
野
雄
太
の
三
名
で
あ
る
。

二　

三
重
県
紀
北
町
佛
光
寺
の
概
略

　

第
一
回
目
の
調
査
に
お
い
て
主
な
調
査
対
象
と
な
っ
た
佛
光
寺
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
佛
光
寺
は
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町

長
島
に
位
置
し
て
お
り
、
山
号
は
大
島
山
で
あ
る
（
写
真
１
）。
紀
北
町
は
二
〇
〇
五
年
十
月
十
一
日
に
海
山
町
と
紀
伊
長
島
町
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
自
治
体
で
あ
り
、
合
併
以
前
は
紀
伊
長
島
町
に
所
在
し
て
い
た
。

二
四
二



写真１　佛光寺の外観

写真２　津波流死塔
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寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
傑
山
宗
英
居
士
が
開
基
と
な
り
、

風
国
大
順
が
開
創
し
た
。
大
順
は
師
の
三
洲
大
竜
を
請
し
て
開

山
と
す
る（
３
）。

当
寺
に
は
貫
山
祖
通
（
一
七
三
七―

一
七
九
五
）

が
撰
述
し
、
天
巌
祖
麟
が
増
補
し
た
寛
政
五
年
（
一
七
九
二
）

の
序
と
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
の
跋
文
を
も
つ
『
佛
光
寺

歴
住
祖
師
伝
贊
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
４
）。

本
書
は
佛
光
寺
の
開

山
か
ら
十
一
世
ま
で
の
歴
代
住
職
の
行
実
を
記
し
た
も
の
で
あ

り
、『
続
曹
洞
宗
全
書
』
に
載
録
さ
れ
て
い
る（
５
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
佛
光
寺
は
紀
伊
半
島
を
代
表
す
る
曹
洞

宗
の
古
刹
で
あ
る
。
曹
洞
宗
の
行
政
区
分
で
言
え
ば
、
佛
光
寺
は
三
重
県
第
一
宗
務
所
、
第
二
十
八
教
区
に
所
属
す
る
。
三
重
県
第

二
十
八
教
区
は
十
三
ヵ
寺
で
構
成
さ
れ
、
一
ヶ
寺
を
除
き
十
一
ヵ
寺
は
佛
光
寺
の
末
寺
で
あ
る
。

　

佛
光
寺
の
境
内
に
は
「
津
波
流
死
塔
」
と
呼
ば
れ
る
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
こ
れ
は
近
世
に
起
き
た
大
津
波
に
よ
る

犠
牲
者
を
供
養
す
る
塔
で
あ
り
、
一
つ
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
も
の
で
あ

る
。
安
政
の
碑
に
は
「
嘉
永
七
甲
寅
年
六
月
十
四
日
丑
の
刻
大
地
震
、
夫
よ
り
十
一
月
迄
震
動
数
度
、
同
四
日
巳
の
刻
大
地
震
、
直
津

浪
流
家
四
百
八
十
軒
余
、
汐
入
三
百
十
軒
位
、
流
死
弐
拾
参
人
に
お
よ
ぶ
」
と
あ
り（
６
）、

東
海
地
方
で
起
き
た
大
津
波
に
よ
る
凄
惨
な
出

来
事
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
流
死
塔
は
東
日
本
大
震
災
以
後
に
防
災
意
識
が
高
ま
る
中
で
再
評
価
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
側

で
二
〇
一
六
年
三
月
に
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
（
写
真
３
）。

　

本
調
査
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
佛
光
寺
住
職
の
龍
谷
顯
孝
氏
と
、
副
住
職
の
龍
谷
孝
道
氏
に
行
な
っ
た
。
龍
谷
顯
孝
氏
は
調
査

写真３　流死塔の説明パネル
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当
時
、
佛
光
寺
住
職
の
ほ
か
、
保
育
園
の
園
長
、
裁
判
所
調
停
委
員
、
駒
澤
大
学
監
事
、
曹
洞
宗
宗
会
議
員
と
い
う
役
職
を
務
め
て
い
た
。

三　

佛
光
寺
の
年
中
行
事

　

本
調
査
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
寺
院
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
月
日
の
順
に
時
系
列
で
ま
と

め
た
も
の
が
次
頁
の
「
表
１
」
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
適
宜
住
職
の
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
、
現
代
に
お
け
る
寺
院
の
活
動
状
況
を
年

中
行
事
か
ら
見
て
い
く
。

　

佛
光
寺
の
年
中
行
事
は
ま
ず
正
月
三
箇
日
の
行
事
か
ら
始
ま
る
。
三
箇
日
は
室
中
諷
経
、
朝
課
、
三
朝
祈
禱
、
秋
葉
堂
で
鎮
守
諷
経

が
営
ま
れ
る
。
朝
課
に
先
ん
じ
て
営
ま
れ
る
室し
つ

中ち
ゅ
う

諷
経
の
「
室
中
」
と
は
、
法
を
伝
え
る
師
の
室
内
を
意
味
し
、
伝
法
受
授
相
伝
の
場

と
な
る
部
屋
を
指
す
。
佛
光
寺
の
「
室
中
諷
経
」
は
、
本
堂
の
西
室
中
に
最
乗
寺
了
庵
派
の
流
れ
を
汲
む
開
山
か
ら
の
歴
代
住
職
の
袈

裟
と
頂
相
を
荘
厳
し
て
、
こ
れ
を
礼
拝
す
る
儀
礼
を
言
う
。
最
乗
寺
系
の
了
庵
慧
明
禅
師
、
曇
英
慧
応
禅
師
以
降
の
法
系
が
ず
っ
と
一

本
で
続
い
て
お
り
、
他
法
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
歴
代
の
三
物
、
頂
相
、
袈
裟
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
。
式
次
第
は
口
伝
に
よ
り
、
ま

ず
三
国
伝
灯
列
祖
大
和
尚
に
三
拝
、
開
山
大
和
尚
に
三
拝
、
歴
住
諸
位
大
和
尚
に
三
拝
し
て
心
経
・
消
災
呪
・
世
尊
偈
・
根
本
神
呪
を

読
誦
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
檀
信
徒
は
除
夜
の
鐘
を
打
ち
、
位
牌
堂
に
お
参
り
す
る
。
一
月
三
日
以
降
は
三
朝
祈
禱
が
済
ん
だ
お
札

の
配
布
と
年
頭
の
挨
拶
の
た
め
、
檀
信
徒
各
家
を
廻
る
。
最
近
は
自
宅
に
い
な
い
場
合
も
多
く
、
そ
う
し
た
時
は
玄
関
や
ポ
ス
ト
に
お

札
を
入
れ
る
。

　

一
月
五
日
は
佛
光
寺
の
末
寺
に
よ
る
年
頭
挨
拶
が
あ
る
。
江
戸
時
代
は
末
寺
が
二
十
ヵ
寺
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
今
は
十
一
ヵ
寺
で
あ
る
。

末
寺
の
宗
侶
や
法
類
が
内
賀
の
拝
を
行
い
、
本
堂
で
の
行
茶
の
後
、
住
職
が
年
頭
の
口
宣
を
行
っ
て
設
斎
と
な
る
。
以
前
は
庫
院
で
料
理
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を
準
備
し
て
い
た
が
、
Ο
１
５
７
が
流

行
し
て
か
ら
は
近
く
の
料
理
屋
に
行
く

形
を
と
っ
て
い
る
。
一
月
十
五
日
に
大

般
若
に
よ
る
法
要
が
あ
り
、
漁
師
町
な

の
で
大
漁
祈
願
・
海
上
安
全
を
祈
る
と

と
も
に
檀
信
徒
の
祈
禱
を
行
う
。
一
月

十
七
日
は
秋
葉
権
現
に
対
す
る
鎮
守
諷

経
と
な
り
、
厄
落
と
し
を
す
る
が
、
こ

の
日
を
「
お
念
仏
の
口
開
け
」
と
し
、

元
旦
か
ら
十
七
日
ま
で
は
葬
儀
や
法

事
を
一
切
行
わ
ず
、
十
八
日
以
降
に
営

む
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
山
上
に

祀
ら
れ
た
愛
宕
明
神
の
た
め
に
、
一
月

二
十
四
日
に
祈
禱
を
行
う
。

表１　紀伊長島　佛光寺の年中行事
月　日 儀　礼

１月１日から３日 室中諷経、朝課、修正会（三朝祈禱）、
鎮守諷経（秋葉堂）

１月３日 檀信徒の年頭挨拶
１月５日 末寺の年頭挨拶、内賀の拝、行茶
１月15日 転読大般若祈祷
１月17日 鎮守諷経（秋葉堂）、念仏の口開け
１月24日 愛宕神社での祈禱
２月15日 涅槃会

３月春分の日前後 春彼岸
５月８日 花祭り
７月中旬 石経

８月７日～ 16日 おぉ踊り（念仏踊り）
８月13日 お盆の準備（迎え火、うますり）
８月14日 山門施餓鬼
８月15日 棚経
８月16日 初盆施餓鬼

９月秋分の日前後 秋彼岸
11月中旬 開山忌
12月８日 成道会
12月31日 歳末諷経、除夜の鐘

＊月例で金曜の予定が合う日に坐禅会を実施。

　

二
月
十
五
日
は
涅
槃
会
で
、三
月
は
「
法
事
月
」「
年
忌
月
」
で
あ
り
、彼
岸
の
期
間
な
ど
に
法
事
を
行
う
。
週
末
は
御
法
事
が
多
く
、

多
忙
を
極
め
る
。

　

花
祭
は
四
月
八
日
に
営
む
の
が
一
般
的
だ
が
、
佛
光
寺
で
は
月
遅
れ
の
五
月
八
日
に
開
催
し
て
い
る
。
以
前
は
幼
稚
園
の
園
児
が
白

い
象
を
ひ
い
て
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
て
い
た
。
し
か
し
近
年
で
は
道
路
の
交
通
事
情
や
園
児
の
減
少
と
い
っ
た
理
由
か
ら
本
堂
で
の
法
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要
と
お
話
し
だ
け
に
し
て
い
る
。本
堂
に
は
花
御
堂
を
設
け
て
園
児
が
灌
仏
を
行
う
。お
檀
家
さ
ん
が
朝
か
ら
お
参
り
し
て
甘
茶
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
水
筒
に
入
れ
て
持
っ
て
返
る
。
昔
は
甘
茶
で
墨
を
す
る
と
字
が
上
手
に
な
る
と
い
っ
た
り
、
家
の
回
り
に
撒
く
と
ム
カ
デ

除
け
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。

　

灌
仏
会
に
つ
い
て
は
以
前
檀
信
徒
も
参
加
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
内
々
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本

堂
で
園
児
た
ち
に
法
話
を
行
っ
て
い
る
。
三
、四
歳
の
子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
が
、
で
き
る
だ
け
短
く
ポ
イ

ン
ト
を
絞
っ
て
お
釈
迦
様
の
こ
と
、
甘
茶
の
こ
と
、
ご
先
祖
様
の
こ
と
を
少
し
ず
つ
話
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
開
山
堂
へ
行
き
、
ご
先

祖
さ
ま
に
つ
い
て
説
明
し
、
達
摩
像
の
靴
で
頭
を
撫
で
る
と
賢
く
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
の
で
、
花
祭
の
時
に
も
園
児
た
ち
の

頭
を
靴
で
撫
で
る
。

　

七
月
中
旬
頃
に
海
上
安
全
を
祈
る
「
石い
し

経ぎ
ょ
う」

と
い
う
儀
礼
を
行
う
。
か
つ
て
は
紀
北
町
南
西
の
海
上
に
あ
る
大
島
に
上
陸
し
て
転
読

大
般
若
に
よ
る
祈
禱
を
行
っ
て
い
た
。
大
般
若
に
記
載
さ
れ
た
海
中
で
龍
が
守
る
と
い
う
話
に
基
づ
く
儀
礼
で
は
な
い
か
と
い
う
。
拳

大
の
石
に
般
若
心
経
の
一
節
を
書
き
、
そ
れ
を
祈
禱
札
で
く
る
ん
で
大
島
ま
で
ポ
イ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト
で
海
中
に
投
じ
て
い
く
。
昔
は

陸
と
船
上
と
大
島
で
合
計
三
回
の
祈
禱
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
大
島
丸
と
い
う
三
〇
ト
ン
の
船
の
上
だ
け
で
行
っ
て
い
る
。
少
し

南
の
地
域
で
も
石
経
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
正
月
に
実
施
し
て
い
る
。

　

二
〇
メ
ー
ト
ル
幅
の
「
さ
ば
る
」
と
い
う
島
の
先
端
に
祈
禱
札
を
つ
け
た
竹
を
指
す
。
以
前
は
檀
信
徒
の
漁
師
が
小
刀
を
く
わ
え
て

紐
を
持
ち
、
竿
を
担
い
で
岩
場
に
く
く
り
つ
け
て
い
た
が
、
今
は
安
全
第
一
で
竿
の
下
に
重
し
を
つ
け
て
海
中
に
放
る
形
に
な
っ
て
い

る
。
龍
谷
顯
孝
氏
が
住
職
に
な
っ
て
か
ら
石
経
を
実
施
し
な
か
っ
た
年
が
過
去
に
二
度
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
年
に
漁
師
が
亡
く

な
る
海
難
事
故
が
起
こ
り
、
漁
業
組
合
の
人
々
の
中
で
、
や
は
り
祈
禱
を
や
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
い
う
話
に
な
り
、
今
も
続
い
て
い

る
。
二
〇
一
二
年
九
月
に
宮
城
県
金
華
山
東
方
沖
で
パ
ナ
マ
籍
貨
物
船
と
漁
船
堀
栄
丸
が
衝
突
す
る
事
故
が
起
き
た
が
、
こ
の
漁
船
は
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三
重
外
湾
漁
協
紀
州
北
支
所
（
紀
北
町
紀
伊
長
島
区
）
所

属
の
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船
で
あ
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
乗

組
員
十
三
人
中
、
佛
光
寺
の
檀
信
徒
は
十
一
人
お
り
、
い

く
ら
祈
禱
し
て
も
及
ば
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の

石
経
と
い
う
儀
礼
は
、
佛
光
寺
以
外
で
は
紀
伊
半
島
だ
と

北
牟
婁
郡
紀
北
町
島
勝
浦
の
安
楽
寺
、
尾
鷲
市
須
賀
利
町

に
あ
る
普
済
寺
が
行
っ
て
い
る
。

　

お
盆
行
事
と
し
て
八
月
七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
「
お
ぉ

踊
り
」
と
呼
ば
れ
る
念
仏
踊
り
を
行
っ
て
い
る
。
八
月
七

日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
本
堂
を
会
場
と
し
、
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
は
屋
外
で
太
鼓
や
鉦
を
打
つ
。
十
六
日
は
線
香
に
火
を
灯
し
て
浜

ま
で
送
る
。「
お
ぉ
踊
り
」
の
歌
詞
（
後
掲
参
照
）
の
中
に
紀
州
か
ら
江
戸
ま
で
の
航
路
に
関
す
る
地
名
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

東
海
沿
岸
部
に
ひ
ろ
ま
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
。
現
在
は
佛
光
寺
の
総
代
た
ち
が
「
お
ぉ
踊
り
保
存
会
」
を
結
成
し
、
護
持
会
の
支

援
を
受
け
つ
つ
十
五
人
が
所
属
し
て
揃
い
の
浴
衣
を
作
成
し
活
動
し
て
い
る
。

　

現
在
は
踊
り
が
無
く
な
り
歌
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
歌
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
や
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
、
先
代
住
職

の
晩
年
に
熱
心
な
総
代
さ
ん
が
歌
詞
を
ま
と
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
編
集
し
た
。
ず
っ
と
口
伝
で
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
を
文
字
に
起
こ

し
て
冊
子
を
作
成
し
た
（
写
真
４
）。

　

佛
光
寺
で
は
「
う
ま
す
り
」
と
い
っ
て
施
食
棚
を
祀
る
の
に
赤
白
二
枚
の
半
紙
大
の
紙
を
用
い
る
。
八
月
十
三
日
は
お
盆
の
迎
え
火

を
焚
く
日
で
あ
り
、
こ
の
盆
入
り
の
日
に
檀
家
は
赤
白
二
枚
の
紙
を
持
っ
て
佛
光
寺
を
訪
れ
る
。
版
木
二
組
が
玄
関
に
設
置
さ
れ
、
赤

写真４　佛光寺『おぉ踊り』
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い
紙
に
は
馬
と
般
若
心
経
の
一
節
が
彫
ら
れ
た
版
木
で
、
白
い
紙
に
は
地
蔵
菩
薩
の
版
木
で
紙
を
刷
る
。

　

関
東
な
ど
で
は
お
盆
に
祀
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
の
馬
が
ご
先
祖
様
を
乗
せ
て
や
っ
て
来
る
と
説
く
が
、
佛
光
寺
で
は
地
蔵
菩
薩
が
先
導
し

て
ご
先
祖
様
を
馬
に
乗
せ
て
や
っ
て
く
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
檀
信
徒
各
家
の
香
炉
用
の
灰
と
し
て
海
岸
で
集
め
た
砂
と
灰

を
混
ぜ
た
も
の
や
、
ミ
ル
で
ひ
い
た
茶
葉
を
紙
に
包
ん
で
配
る
。
こ
れ
ら
は
昔
、
檀
信
徒
が
自
宅
の
南
西
に
あ
た
る
屋
外
の
場
所
に
各

家
で
設
け
た
施
食
棚
の
お
供
え
と
し
て
用
い
て
い
た
が
、
今
は
自
宅
内
の
仏
壇
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

八
月
十
四
日
は
山
門
大
施
食
会
、
八
月
十
五
日
は
初
盆
の
檀
信
徒
の
棚
経
に
回
り
、
八
月
十
六
日
は
初
盆
檀
信
徒
合
同
の
施
食
会
を

本
堂
で
営
む
。
昔
は
檀
家
全
部
を
棚
経
で
回
っ
て
い
た
が
、
今
は
回
り
き
れ
な
い
の
で
、
初
盆
の
檀
家
の
み
棚
経
に
回
っ
て
い
る
。
五

如
来
な
ど
の
幡
は
紙
製
の
も
の
を
用
い
て
お
り
、
盆
礼
は
二
十
日
に
法
類
の
慰
労
会
を
兼
ね
て
懇
親
会
を
行
う
。

　

他
の
寺
院
と
同
様
に
秋
彼
岸
の
あ
る
九
月
、
十
月
は
法
事
を
多
く
営
ん
で
い
る
。
年
忌
に
当
た
っ
た
故
人
の
法
事
を
個
別
に
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
一
周
忌
は
で
き
る
だ
け
個
別
に
供
養
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
と
声
を
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
最

近
だ
と
一
周
忌
も
ま
と
め
て
す
る
例
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
年
忌
の
一
年
前
や
後
の
故
人
を
含
め
て
五
霊
も
六
霊
も
ま
と
め
て
実

施
す
る
こ
と
も
あ
り
、
回
忌
は
三
か
ら
七
と
四
年
か
六
年
の
周
期
と
な
る
の
で
、
だ
い
た
い
五
年
に
一
回
く
ら
い
は
法
事
を
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
て
、
彼
岸
に
近
い
故
人
の
年
忌
な
ど
に
併
せ
て
法
事
を
行
う
。
衣
類
も
夏
や
冬
な
ど
に
比
べ
て
気
に
し
な
く

て
よ
い
た
め
、
こ
の
時
期
に
法
事
を
営
む
檀
家
が
多
い
。
か
つ
て
出
さ
れ
た
島
津
家
の
お
触
れ
の
名
残
で
、
節
制
の
た
め
閏
年
に
は
法

事
を
し
な
い
と
い
う
慣
習
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
毎
月
一
日
に
法
事
を
営
ま
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
祝
祷
日

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　

十
一
月
中
旬
に
は
旧
暦
の
十
月
十
日
が
佛
光
寺
二
世
中
興
風
国
大
順
禅
師
の
正
忌
と
な
る
た
め
、
中
興
忌
を
営
む
。
大
順
禅
師
は

十
一
ヵ
寺
あ
る
末
寺
の
勧
請
開
山
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
末
寺
の
開
山
忌
も
兼
ね
て
佛
光
寺
で
営
ま
れ
て
い
る
。
式
次
第
は
逮
夜
が
歎
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仏
会
、
正
当
が
十
八
拝
差
定
と
な
り
、
特
派
布
教
師
に
よ
る
法
話
も
行
っ
て
い
る
。
法
類
が
約
二
十
人
参
加
し
、
禅
心
会
も
加
え
て

三
十
人
規
模
の
法
要
で
、
教
区
の
青
年
会
で
あ
る
禅
心
会
の
研
修
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
。
今
は
声
明
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
無
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
年
に
一
回
く
ら
い
節
回
し
を
練
習
し
て
思
い
出
す
と
い
う
機
会
に
な
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
佛
光
寺
の
場
合
、

教
区
と
本
末
の
関
係
が
一
ヶ
寺
を
除
い
て
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
、
身
内
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
一
体
感
を
持
っ
て
で
き
る
。
住
職

は
「
地
方
の
御
本
寺
で
、法
類
の
集
ま
り
が
年
に
三
回
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、色
々
と
、世
間
の
こ
と
か
ら
、我
々

の
流
れ
で
す
ね
。
会
館
が
で
き
て
御
葬
儀
も
ど
ん
ど
ん
役
僧
や
導
師
の
つ
き
あ
い
も
無
く
な
っ
て
、
そ
う
し
た
情
報
交
換
を
行
う
」
と

語
る
。

　

十
二
月
は
八
日
の
成
道
会
を
営
み
、
か
つ
て
は
正
月
用
の
餅
を
搗
い
て
い
た
が
、
今
は
行
っ
て
い
な
い
。
下
旬
は
歳
末
の
準
備
か
ら

除
夜
の
鐘
な
ど
で
一
年
が
締
め
括
ら
れ
る
。

　

以
上
、
年
中
行
事
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
以
下
で
は
月
例
の
行
事
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
佛
光
寺
の
月
例
行
事
で
中
心

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
副
住
職
で
あ
る
龍
谷
孝
道
氏
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る
坐
禅
会
で
あ
る
。
参
加
者
の
予
定
が
合
う
金
曜
日

に
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
は
十
名
前
後
で
午
後
七
時
か
ら
一
炷
坐
り
、
そ
の
後
茶
話
会
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
る
。
か
つ
て
禅
心
会
で

月
に
一
度
の
坐
禅
会
を
行
っ
て
お
り
、
檀
信
徒
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
最
初
は
七
十
人
く
ら
い
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
経
つ
と

十
人
に
な
り
、
三
年
目
に
は
五
人
に
な
り
、
運
営
に
携
わ
る
教
区
寺
院
の
参
加
者
の
方
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、
止
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

あ
ん
ま
り
構
え
て
や
る
と
長
続
き
し
な
い
の
で
、今
の
坐
禅
会
で
は
副
住
職
一
人
で
で
き
る
範
囲
で
や
っ
て
も
ら
う
形
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

月
分
行
事
に
つ
い
て
は
、
こ
の
坐
禅
会
の
他
に
依
頼
が
あ
っ
た
月
忌
供
養
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
毎
月
二
十
一
日
に
弘
法
大
師
の

法
要
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
佛
光
寺
の
前
身
と
な
っ
た
真
言
宗
寺
院
の
伽
藍
で
営
ま
れ
る
も
の
で
、
般
若
心
経
、
消
災
呪
、
世
尊
偈
、

南
無
大
師
遍
照
金
剛
と
い
う
式
次
第
で
営
ま
れ
る
。
そ
の
他
、
毎
月
二
十
四
日
に
町
内
の
路
地
の
角
に
四
つ
あ
る
地
蔵
像
前
で
法
要
を

二
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行
っ
て
い
る
。

　

墓
地
に
つ
い
て
は
佛
光
寺
に
寺
院
墓
地
が
な
い
た
め
、
檀
信
徒
の
九
十
九
％
が
町
営
の
墓
地
に
お
墓
を
持
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と

い
う
。
追
善
仏
事
に
つ
い
て
は
、
初
七
日
以
降
の
法
事
は
基
本
的
に
は
施
食
会
で
行
っ
て
お
り
、
差
定
は
大
悲
心
陀
羅
尼
、
甘
露
門
、

宝
鏡
三
昧
行
道
三
匝
、
施
食
回
向
で
あ
る
。
葬
儀
後
の
初
七
日
の
法
要
に
四
十
九
日
法
要
や
百
箇
日
法
要
を
ま
と
め
る
の
は
全
体
で
一

割
な
い
程
度
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
十
二
月
に
亡
く
な
っ
た
方
の
場
合
で
、
佛
光
寺
で
は
「
念
仏
の
口
開
け
」
と
な
る
一
月
十
七
日
ま

で
法
事
が
で
き
ず
、
ま
た
年
を
ま
た
ぎ
た
く
な
い
と
い
う
意
向
か
ら
ま
と
め
て
営
む
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
喪
主
が

遠
方
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
何
度
も
帰
省
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
と
め
て
営
む
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
四
十
九
日
の

法
要
で
は
、
施
主
が
四
十
九
個
の
小
さ
な
餅
と
大
き
な
餅
一
個
を
菓
子
店
な
ど
に
発
注
し
て
仏
前
に
供
え
、
法
要
後
に
自
宅
へ
持
ち
帰

る
。
死
者
が
屋
根
か
ら
旅
立
っ
て
い
く
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
大
き
な
餅
を
ち
ぎ
っ
て
屋
根
に
撒
い
た
り
、
食
べ
た
り
な
ど
す
る
。

　

民
間
信
仰
に
つ
い
て
は
、
月
末
に
死
去
し
て
四
十
九
日
が
三
ヶ
月
に
ま
た
ぐ
と
「
悪
い
モ
ノ
が
身
に
つ
く
」
と
い
っ
て
縁
起
が
悪
い

と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
相
談
に
来
る
檀
信
徒
が
い
る
。
ま
た
巫
者
的
な
民
間
宗
教
者
に
「
先
祖
さ
ん
の
供
養
し
て
な
い
か
ら
悪
い
こ
と

が
起
こ
っ
た
ん
や
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
と
い
っ
た
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
迷
信
的
な
こ
と
に

つ
い
て
は
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
で
す
よ
と
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
先
代
の
住
職
の
頃
、
佛
光
寺
の
山
の
上
に
あ
る
愛
宕
神
社
で
啓
示
を
受
け
た
と
い
う
女
性
が
愛
宕
一
心
教
会
と
い
う
新
宗
教
を

組
織
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
教
会
は
佛
光
寺
と
反
目
す
る
訳
で
は
な
く
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
に
建
立
さ
れ
た
魚
鱗
供
養
塔

を
願
主
と
し
て
寄
進
し
、春
秋
二
回
に
佛
光
寺
に
て
供
養
法
会
を
施
主
と
な
っ
て
営
ん
で
い
た
。
一
時
は
三
千
人
ほ
ど
の
信
者
が
お
り
、

京
都
の
愛
宕
神
社
や
高
野
山
や
永
平
寺
な
ど
に
団
参
を
行
い
、
イ
ン
ド
に
パ
ゴ
ダ
を
建
て
た
。
開
祖
と
な
っ
た
女
性
が
亡
く
な
っ
て
以

降
は
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
が
、
一
月
二
十
六
日
の
愛
宕
神
社
で
の
法
要
に
は
愛
宕
一
心
教
会
の
関
係
者
が
今
も
参
列
し
て
い
る
。

二
五
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四　

考
察

　

以
上
、
佛
光
寺
の
年
中
行
事
や
月
例
の
行
事
、
葬
儀
、
追
善
仏
事
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
結

果
を
も
と
に
、
他
の
曹
洞
宗
寺
院
と
比
較
し
つ
つ
、
佛
光
寺
の
行
事
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。「
グ
ラ
フ
１
」
は
一
九
六
五
年
か
ら

二
〇
一
五
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
曹
洞
宗
宗
勢
総
合
調
査
を
も
と
に
曹
洞
宗
寺
院
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る（
７
）。

　
「
グ
ラ
フ
１
」
が
示
す
よ
う
に
、
曹
洞
宗
寺
院
で
は
、
概
ね
施
食
会
や
盂
蘭
盆
会
、
春
秋
彼
岸
と
い
っ
た
先
祖
供
養
の
儀
礼
が
多
く

の
寺
院
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
次
い
で
釈
尊
に
関
す
る
三
仏
忌
な
ど
の
法
要
、
修
正
会
や
大
般
若
会
と
い
っ
た
祈
禱
法
会
が
続

い
て
い
る
。
一
方
、
開
山
忌
や
両
祖
忌
の
実
施
率
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
宗
門
寺
院
全
体
の
傾
向
と
佛
光
寺
の
行
事
と
を
比
較
し
て
見
た
と
き
、
ま
ず
佛
光
寺
の
行
事
の
中
で
特
徴
的
な
の
は
室
中

諷
経
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
寺
院
を
開
い
た
開
山
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
住
職
を
対
象
と
す
る
法
要
は
毎
朝
の
朝
課
で
言
え
ば

仏
祖
諷
経
や
開
山
歴
住
諷
経
、
年
中
行
事
で
言
え
ば
開
山
忌
が
あ
る
。
し
か
し
佛
光
寺
で
は
、
こ
れ
ら
の
行
事
と
は
別
に
室
中
諷
経
を

三
朝
祈
禱
に
合
わ
せ
て
営
ん
で
お
り
、
管
見
の
限
り
こ
う
し
た
形
態
は
稀
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
各
寺
院
に
お
い
て
開
山
か
ら
歴
代
の
三

物
、
頂
相
、
袈
裟
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
は
極
め
て
稀
で
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
物
質
的
状
況
に
依
拠
し
つ
つ
、
佛
光
寺
で
は
法

統
を
重
視
す
る
儀
礼
が
年
始
を
彩
る
儀
礼
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
石
経
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
漁
業
に
関
す
る
祈
禱
儀
礼
が
大
き
な
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
る
点
も
佛
光
寺
の
特
色
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
石
経
は
般
若
心
経
と
い
う
経
文
が
記
さ
れ
た
石
を
海
に
撒
き
つ
つ
、
大
般
若
転
読
に
よ
っ
て
海
を

守
る
竜
神
の
加
護
を
得
て
、
そ
れ
を
海
上
安
全
、
大
漁
祈
願
と
い
う
利
益
に
結
び
つ
け
る
儀
礼
で
あ
る
。
こ
の
儀
礼
は
漁
業
が
盛
ん
な

紀
伊
長
島
の
地
理
的
環
境
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
境
内
に
あ
る
魚
鱗
供
養
塔
も
そ
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

二
五
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曹
洞
宗
に
限
ら
ず
沿
岸
部
に
所
在
し
、
漁
業
に
携
わ
る
檀
信
徒
が
い
る
寺
院
で
あ
れ
ば
、
大
漁
祈
願
や
海
上
安
全
の
祈
禱
や
海
難
物

故
者
の
供
養
を
営
む
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
漁
業
関
係
者
の
多
く
の
信
仰
を
集
め
る
仏
教
寺
院
と
し
て
山
形
県
鶴
岡
市
の
善

宝
寺
が
有
名
で
あ
る
が
、
善
宝
寺
に
お
け
る
祈
禱
は
伽
藍
内
で
厳
修
さ
れ
て
い
る（
８
）。

祈
禱
殿
の
よ
う
な
建
物
が
な
い
場
合
は
、
本
堂
で

の
法
要
や
海
辺
に
臨
時
で
設
け
ら
れ
た
祭
壇
で
営
む
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
た
時
、
佛
光
寺
の
石
経
が
島
や
海
を
舞

台
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
佛
光
寺
の
石
経
は
海
と
の
深
い
繋
が
り
を
儀
礼
空
間
に
よ
っ

て
象
徴
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
本
末
関
係
と
教
区
寺
院
の
構
成
が
ほ
と
ん
ど
重
な
り
合
っ
て
い
る
点
を
活
か
し
て
、
本
末
関
係
の
寺
院
行
事
と
教
区
行
事
と
が
連

関
し
て
営
ま
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
佛
光
寺
で
は
年
始
挨
拶
や
開
山
忌
と
い
う
儀
礼
が
、
単
に
寺
院
の
本
末
関
係
の
紐
帯
を
構
築

す
る
だ
け
で
な
く
、
教
区
と
い
う
曹
洞
宗
寺
院
の
行
政
単
位
と
し
て
結
束
を
深
め
る
場
に
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
開

山
忌
な
ど
の
後
に
営
ま
れ
る
設
斎
で
は
、
葬
儀
や
追
善
供
養
に
関
す
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
会
話
は
単
な
る
世
間

話
で
は
な
く
、
過
疎
化
と
い
っ
た
寺
院
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
合
い
、
葬
儀
会
場
の
動
向
、
法
事
の
簡
略
化
や
檀
家
離

れ
と
い
っ
た
檀
信
徒
の
変
化
、
地
域
に
果
た
す
寺
院
の
社
会
貢
献
と
い
っ
た
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
化
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
地
域
の
伝
統
行
事
の
保
存
を
佛
光
寺
が
担
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
佛
光
寺
で
は
「
お
ぉ
踊
り
保

存
会
」
と
い
う
内
部
の
組
織
が
形
成
さ
れ
、
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
お
ぉ
踊
り
」
の
保
存
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
報
告
の
末

尾
に
掲
載
し
た
の
は
こ
の
活
動
の
成
果
で
あ
る『
お
ぉ
踊
り
』と
い
う
冊
子
の
翻
刻
で
あ
り
、「
念
仏
踊
り
」「
あ
た
ご
詣
り
」「
中
踊
り
」「
ゑ

と
踊
り
」
の
四
点
を
載
録
し
て
い
る
。
伝
統
行
事
を
継
続
す
る
だ
け
な
く
、
保
存
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
文
化
を
継
承
す
る

取
り
組
み
と
言
え
る
。

　

以
上
、
紀
伊
長
島
に
所
在
す
る
佛
光
寺
と
い
う
曹
洞
宗
寺
院
の
現
状
に
つ
い
て
、
年
中
行
事
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
。
冒
頭
で
論
じ

二
五
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〈
付
録
資
料
〉　

佛
光
寺
お
ぉ
踊
り
保
存
会
編
『
お
ぉ
踊
り
』

〔
表
紙
〕

　

お
ぉ
踊
り

　
　
　
　
　

佛
光
寺
お
ぉ
踊
り
保
存
会

◆
念
仏
踊
り

　

ア
ー
ソ　

ラ　

又ま
た　

お
き
さ
く
申も

う

そ
な
ら

　
　

ア
ー
ソ
リ
ヤ　

今こ
よ
い宵　

夜よ
る

は
七
月が

つ

　
　
　

ア
ー
ソ
リ
ヤ　

明あ

す日
の
夜よ

る

は
八
月が

つ

　

ア
ー
ソ　

ラ　

沖お
き

で
何な

に

や
ら
光ひ

か
るぞ

　
　

ア
ー
ソ
リ
ヤ　

月つ
き

か
星ほ

し

か
蛍ほ

た
るか

　

ア
ー
ソ　

ラ　

お
精し

よ
う
ろ
さ
ま

霊
様
の
御お

ん
た
め為

に

　
　

ア
ー
ソ
リ
ヤ　

南な

無む

阿あ

彌み

陀だ

佛ぶ
つ　

阿あ

彌み

陀だ

佛ぶ
つ

◆
あ
た
ご
詣
り

　
　
　
　
　

愛あ
た
ご宕

詣ま
い

り
に
袖そ

で

を
曵ひ

か
れ
て

　

ア
イ
ヨ　

こ
れ
も
愛あ

た
ご宕

の
御ご

利り

生し
よ
うか

な

　
　
　
　
　

見み

え
透す

く　

見み

え
透す

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生も

み絹
の
か
た
び
ら

　
　
　
　
　
　

見み

ー
え
す
く

た
よ
う
に
、
本
報
告
は
仏
教
経
済
研
究
所
の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
り
、
現
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
現
状
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
も
こ
の
寺
院
調
査
を
継
続
し
、
そ
の
成
果
を
本
誌
で
報
告
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
仏
教
寺
院
の

現
状
や
地
域
社
会
に
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

謝
辞　

本
研
究
所
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
佛
光
寺
住
職
の
龍
谷
顯
孝
様
と
副
住
職
の
龍
谷
孝
道
様
に
記

し
て
感
謝
を
示
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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竹た
け

の
切き

り

節ふ
し

に
溜た

ま

り
し
水み

ず

は

　

ア
イ
ヨ　

澄す

ま
ず　

濁に
ご

ら
ず　

出で

ず
入い

ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

囃は
や

し
言こ

と

葉ば

は
同お

な

じ

◆
中
踊
り

　

ソ
ラ　

中な
か

踊お
ど

り
こ
そ　

サ
ー　

お
お
か
さ
に
さ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　

お
お
か
さ
に
さ
い
て　

な
お
よ
か
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

踊お
ど

ろ
う
と
主と

の人
に　

サ
ー　

暇い
と
まも

ろ
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

嬉う
れ

し
や　

盆ぼ
ん

じ
ゃ　

七
月が

つ

じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

踊お
ど

り
場ば

は
狭せ

ま

し　

サ
ー　

刀か
た
なは

長な
が

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

佩さ

す
ま
い
も
の
よ　

長な
が

刀
が
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

三み

浦う
ら

浜は
ま

は　

サ
ー　

ど
ん
と
鳴な

る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

江え

ど戸
船ふ

な
か
た方

は　

お
り
わ
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

江え

ど戸
船ふ

な
か
た方

は　

サ
ー　

下お

り
わ
せ
ぬ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

三み
　
う
ら浦

の
浜は

ま

は
年と

し

く
せ
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

尊と
お
とい

寺て
ら

は　
　

サ
ー　

門も
ん

か
ら
知し

れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

清き
よ

水み
ず

寺で
ら

の
尊と

お
とと

さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

踊お
ど

ろ
と
は
ね
よ
と　

サ
ー　

今き
よ
う日

明あ

す日
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　

明あ

す日
か
ら
山や

ま

へ
草く

さ

か
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

し
を
れ
た
草く

さ

を　

サ
ー　

刈か

ろ
う
と
す
れ
ば

二
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ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

新あ
た
らし

い
鎌か

ま

の
柄え

が
折お

れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

折お

れ
た
ら
ま
ゝ
よ　

サ
ー　

こ
ぼ
れ
た
ら
ま
ゝ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

世せ

界か
い

に
鍛か

じ冶
屋や

は
な
い
も
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

出で

垣が
い
と内

の
芋い

も

の　

サ
ー　

繁は
え

葉ば

の
良よ

さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

子こ

に
子こ

が
生は

え
て
尚な

お

よ
か
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

向む
か

へ
の
山や

ま

で　

サ
ー　

鳴な

く
ヒ
ヨ
鳥ど

り

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

朝あ
さ

草く
さ

刈か

り
の　

目め

を
醒さ

ま

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

　

ソ
ラ　

今こ
と
し年

の
盆ぼ

ん

に　

サ
ー　

踊お
ど

ら
ぬ
者も

の

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ヨ
シ
タ
イ

　
　
　
　
　

精
し
よ
う

霊ろ
う

棚だ
な

に
ほ
り
上あ

げ
て
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ー
ヨ
シ
タ
イ

ビ
シ
ヤ　

シ
ヤ
木き

花ば
な

で
水み

ず

む
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヨ
タ
ン
ヤ

◆
ゑ
と
踊
り

父と
と

は
お
江え

ど戸
ゑ
双す

ご
ろ
く六

売う

り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ソ
ー
リ
ヤ

　
　

お
母か

さ様
は
山や

ま

へ
百ゆ

り合
折お

り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ソ
ー
リ
ヤ

ゑ
い
ゑ
い
と
ー
こ　

ゑ
ゑ
い
と

　
　
　
　
　

ゑ
い
と
こ　

ゑ
い
と
こ　

ゑ

百ゆ

り合
折お

り　

竹た
け

は
中な

か

か
ら
折お

れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ソ
ー
リ
ヤ

　
　

お
母か

さ様
は　

思お
も

い
思お

も

わ
せ
る

ゑ
い
ゑ
い
と
ー
こ　

ゑ
ゑ
い
と

　
　
　
　
　

ゑ
い
と
こ　

ゑ
い
と
こ　

ゑ　
　
　
（
以
上
）

二
五
七



註（１
）
文
化
庁
編
『
宗
教
年
鑑　

平
成
二
十
九
年
版
』（
文
化
庁
、
二
〇
一
七
年
）
三
四
頁
。

（
２
）
小
田
匡
保
「
日
本
に
お
け
る
仏
教
諸
宗
派
の
分
布―

―

仏
教
地
域
区
分
図
作
成
の
試
み
」『
駒
沢
地
理
』
第
三
十
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
３
）「
室
中
」
の
項
参
照
『
新
版　

禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
）
一
〇
八
五
頁
頁
。

（
４
）『
曹
洞
宗
全
書　

解
説
』（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）
五
九
五
頁
。

（
５
）『
続
曹
洞
宗
全
書　

第
一
〇
巻　

寺
誌
・
史
伝
』（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）。

（
６
）「
佛
光
寺
」
の
項
参
照
『
大
和
・
紀
伊
寺
院
神
社
大
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
７ 

）「
グ
ラ
フ
１
」
の
数
値
は
『
昭
和
四
〇
年　

曹
洞
宗
総
合
調
査
報
告
書
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
六
六
年
）、『
昭
和
五
〇
年　

曹
洞
宗
宗
勢

総
合
調
査
報
告
書
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
七
六
年
）、『
昭
和
六
〇
年　

曹
洞
宗
宗
勢
総
合
調
査
報
告
書
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
八
七
年
）、

『
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年　

曹
洞
宗
宗
勢
総
合
調
査
報
告
書
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
八
年
）、『
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年　

曹
洞
宗

宗
勢
総
合
調
査
報
告
書
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、二
〇
〇
八
年
）、『
曹
洞
宗
宗
勢
総
合
調
査
報
告
書　

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

二
〇
一
七
年
）
に
依
っ
た
。

（
８ 

）
善
宝
寺
に
つ
い
て
は
、佐
藤
憲
昭
「
沿
岸
地
域
の
寺
院
と
宗
教
的
意
味
空
間
」『
日
本
の
沿
岸
文
化
』（
古
今
書
院
、一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
。

二
五
八


